
年間授業計画

高等学校 令和８年度（１年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 年次 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

上水 芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

MOUSA1

芸術
芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸
術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよ
うにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

音楽の幅広い活動を通して音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音
楽文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

Ａ　歌唱（校歌）
【知識・技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をするために必
要な、曲にふさわしい発声、身体の使い方な
どの技能を身に付け、歌唱で表している。
【思考・判断・表現】
旋律、強弱、構成を知覚し、それらの働きを
感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように歌うか
について表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
曲想や歌詞の内容に関心をもち、主体的・協
働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 9

知 思 態

配

当

時
数

Ｃ　音楽史と鑑賞
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造
との関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
バロック時代の音楽に特徴的な楽
器の音色や旋律を知覚し、それら
の働きを感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりに
ついて考えるとともに、自分や社
会にとっての音楽の意味や価値に
ついて考え、音楽のよさや美しさ
を自ら味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽家の生涯やその作品の特徴に
関心をもち、主体的・協働的に鑑
賞の学習活動に取り組む。

・バロック、古典派の音楽に関す
る学習と作品鑑賞
・バッハ、モーツァルトの生涯と
その音楽の特徴
・映画『アマデウス』に見る音楽
家の生涯
・ワークシートの提出

題材内で使用する教材
教科書、副教材、鑑賞教材

Ｂ　器楽及び創作（ミュージック
ベルを使用した合奏と変奏）
【知識及び技能】
音を連ねたり重ねたりしたときの
響き及び構成上の特徴について、
表したいイメージと関わらせて理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やテクスチュアを知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、知覚
したことと感受したこととの関わ
りについて考え、どのように演奏
するかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
他者との調和を意識して演奏した
り、音楽を形づくっている要素の
働きを変化させ変奏や編曲をした
りする活動に関心をもち、主体
的・協働的に器楽・創作の学習活
動に取り組む。

・「Happy Birthday to You」
・リズムや拍子、演奏スタイルの
変化を伴う創作

題材内で使用する教材
教科書、ミュージックベル、ワー
クシート

〇 〇

○ 10

Ｂ　器楽及び創作（ミュージックベルを使用
した合奏と変奏）
【知識・技能】
音を連ねたり重ねたりしたときの響き及び構
成上の特徴について、表したいイメージと関
わらせて理解している。
【思考・判断・表現】
音色やテクスチュアを知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考え、どのように演奏
するかについて表現意図をもっている
【主体的に学習に取り組む態度】
他者との調和を意識して演奏したり、音楽を
形づくっている要素の働きを変化させ変奏や
編曲をしたりする活動に関心をもち、主体
的・協働的に器楽・創作の学習活動に取り組
もうとしている。

○ ○ ○ 9

Ａ　歌唱（校歌）
【知識及び技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をす
るために必要な、曲にふさわしい
発声、身体の使い方などの技能を
身に付け、歌唱で表す。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律、強弱、構成を知覚し、それ
らの働きを感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え、どのように歌うか
について表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
曲想や歌詞の内容に関心をもち、
主体的・協働的に歌唱の学習活動
に取り組む。

（・ガイダンス「身の回りの音と
自然倍音」）
・「校歌」
・発声練習と歌唱における身体の
使い方
・実技テスト

題材内で使用する教材
楽譜、ワークシート ○

〇

Ｃ　音楽史と鑑賞
【知識・技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
について理解している。
【思考・判断・表現】
バロック時代の音楽に特徴的な楽器の音色や
旋律を知覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わり
について考えるとともに、自分や社会にとっ
ての音楽の意味や価値について考え、音楽の
よさや美しさを自ら味わって聴いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽家の生涯やその作品の特徴に関心をも
ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○

一
学
期



Ｅ　器楽（クラシック･ギター）
【知識及び技能】
創意工夫を生かした器楽表現をす
るために必要な、曲にふさわしい
奏法、身体の使い方などの技能を
身に付け、器楽で表す。
【思考力、判断力、表現力等】
メロディーと伴奏の役割を知覚
し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのよ
うに演奏するかについて表現意図
をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
楽器の奏法を身に付け、曲にふさ
わしい音色や響きを工夫し表現す
る活動に関心をもち、主体的・協
働的に器楽の学習活動に取り組
む。

・「第三の男のテーマ」
・クラシックギターの奏法とその
特徴
・実技テスト

題材内で使用する教材
教科書、クラシック・ギター、
ワークシート

〇

Ｄ　歌唱（イタリア語・ドイツ語
の歌曲）
【知識及び技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をす
るために必要な、曲にふさわしい
発声や言葉の発音などの技能を身
に付け、歌唱で表す。
【思考力、判断力、表現力等】
リズム、旋律、構成を知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、知覚
したことと感受したこととの関わ
りについて考え、どのように歌う
かについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
各言語の特徴とその発音方法に関
心をもち、主体的・協働的に歌唱
の学習活動に取り組む。

・「Caro mio ben」
・イタリア語の発音方法とその特
徴
・実技テスト

題材内で使用する教材
教科書、ワークシート

○

○

○

10

Ｆ　創作（一人一台端末を活用した編
曲作品の制作と発表）
【知識及び技能】
創意工夫を生かした創作表現をするた
めに必要な、反復、変化、対照などの
手法を活用して音楽をつくる技能を身
に付け、創作で表す。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素を知覚し、
それらの働きを感受しながら、反復、
変化、対照などの構成を生かすなどし
て音楽表現を工夫し、どのように音楽
をつくるかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽を形づくっている要素の働きを変
化させ変奏や編曲をしたりする活動に
関心をもち、主体的・協働的に創作の
学習活動に取り組む。

Ｅ　器楽（クラシック･ギター）
【知識・技能】
創意工夫を生かした器楽表現をするために必
要な、曲にふさわしい奏法、身体の使い方な
どの技能を身に付け、器楽で表している。
【思考・判断・表現】
メロディーと伴奏の役割を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したことと感受し
たこととの関わりについて考え、どのように
演奏するかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
楽器の奏法を身に付け、曲にふさわしい音色
や響きを工夫し表現する活動に関心をもち、
主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○

Ｄ　歌唱（イタリア語・ドイツ語の歌曲）
【知識・技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をするために必
要な、曲にふさわしい発声や言葉の発音など
の技能を身に付け、歌唱で表している。
【思考・判断・表現】
リズム、旋律、構成を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考え、どのように歌う
かについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
各言語の特徴とその発音方法に関心をもち、
主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

○

10

〇

Ｈ　鑑賞（ポピュラー音楽と知的財産権）
【知識・技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術
との関わりについて理解している。
【思考・判断・表現】
ポピュラー音楽に特徴的な音楽の要素を知覚
し、それらの働きを感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて考え
るとともに、音楽表現の共通性や固有性につ
いて考え、音楽のよさや美しさを自ら味わっ
て聴く。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会とともに発展してきた音楽の歴史と知的
財産に関する権利に関心をもち、主体的・協
働的に鑑賞の学習活動に取り組む。

○

・katokatoneを使用した音源・楽
譜制作
・編曲作品の制作
・制作した作品の発表

題材内で使用する教材
教科書、一人一台端末

○

Ｆ　創作（一人一台端末を活用した編曲作品
の制作と発表）
【知識・技能】
創意工夫を生かした創作表現をするために必
要な、反復、変化、対照などの手法を活用し
て音楽をつくる技能を身に付け、創作で表し
ている。
【思考・判断・表現】
音楽を形づくっている要素を知覚し、それら
の働きを感受しながら、反復、変化、対照な
どの構成を生かすなどして音楽表現を工夫
し、どのように音楽をつくるかについて表現
意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
音楽を形づくっている要素の働きを変化させ
変奏や編曲をしたりする活動に関心をもち、
主体的・協働的に創作の学習活動に取り組も
うとしている。

○

○ ○ 10

三
学
期

二
学
期

Ｇ　歌唱（唱歌と合唱）
【知識及び技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をす
るために必要な、他者との調和を
意識して歌う技能を身に付け、歌
唱で表す。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律、強弱、形式を知覚し、それ
らの働きを感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え、どのように歌うか
について表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
パートの役割を理解しハーモニー
の変化を感じながら合わせて歌う
ことに関心をもち、主体的・協働
的に歌唱の学習活動に取り組む。

・「クリスマスの合唱曲」
・「おんがく」
・合唱に向けたパート練習
・実技テスト

題材内で使用する教材
教科書、ワークシート

〇

Ｇ　歌唱（唱歌と合唱）
【知識・技能】
創意工夫を生かした歌唱表現をするために必
要な、他者との調和を意識して歌う技能を身
に付け、歌唱で表している。
【思考・判断・表現】
旋律、強弱、形式を知覚し、それらの働きを
感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように歌うか
について表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
パートの役割を理解しハーモニーの変化を感
じながら合わせて歌うことに関心をもち、主
体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もう
としている。

○ ○

10

合
計

78

○ 10

Ｈ　鑑賞（ポピュラー音楽と知的
財産権）
【知識及び技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背
景、他の芸術との関わりについて
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ポピュラー音楽に特徴的な音楽の
要素を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受
したこととの関わりについて考え
るとともに、音楽表現の共通性や
固有性について考え、音楽のよさ
や美しさを自ら味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
社会とともに発展してきた音楽の
歴史と知的財産に関する権利に関
心をもち、主体的・協働的に鑑賞
の学習活動に取り組む。

・ポピュラー音楽と社会との関わ
り
・The Beatlesの音楽とその特徴
・現代における知的財産の扱い方
と権利

題材内で使用する教材
教科書、鑑賞教材、ワークシート


